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【１】西塔さん連載企画！～第７回「移住者が新型コロナウイルス感染症に備えて準備しておき

たい３つのこと」 文 西塔大海さん（さとのば大学講師） 

    

新型コロナウイルスの陽性になりました。自宅療養中です。 

激しい咳と 39 度の熱で二晩まったく寝られませんでした。喉はガラス片を飲み込むような激痛

です。私にとっては「風邪みたいなもの」ではありませんでした。 

すでに 1700 万人以上が感染し、8 人に 1 人の割合です。 

頼れる人の少ない私たち地方移住者が、感染に備えて準備しておくことを実体験から 3 つだけ

紹介します。 

 

①正しい知識 

体調が悪くなると調べる気力がなくなります。携帯を充電する力さえありません。 

ぜひ、今すぐ新型コロナウイルス感染症の知識を厚生労働省のサイトで調べてください。 

特に、初期症状や検査可能な医療機関、そして自宅療法の方法が大事です。同居者がいる方

は自宅隔離の方法も話し合って決めておきましょう。 

②食べもの 

感染すると 10 日間も家から出られなくなります。 

田舎の夏野菜が豊富にあっても、咳やだるさで料理はできません。私が実際に備蓄しておい

て助かったものは、レトルトのお粥とスープ、スポーツ飲料、のど飴です。症状が落ち着け

ば料理もできますが、外には出られません。缶詰や乾麺など、防災対策のつもりで買ってお

きましょう。 

いざというときは職員や近所の方も買い出しを手伝ってくれるでしょうが、受け渡しも感染

リスクとなります。具合が悪い時に、人にお願い事をするのも精神的負担です。 

③日用品の再点検 

体温計の電池残量はあるでしょうか？体温計がないと不安になります。今一度、確認してく

ださい。ティッシュペーパー、市販の解熱剤、マスク、アルコール消毒液なども 10 日間家か

ら出られない想定で、備蓄が必要です。 



西塔さんは、現在、自宅療養中で快方に向かっているようです。 

皆さんも、いざという時のために準備しておきたいですね。 

 

■西塔大海（さいとうもとみ） 

合作株式会社取締役 さとのば大学講師 

1984 年山形県生まれ。2013 年、福岡県上毛町に移住し地域おこし協力隊として活動。その後、

地域おこし協力隊の支援・制度設計の専門家として、全道各地の自治体で導入・活動・起業の

支援に携わる。 

また、各地域での移住促進・空き家活用・人材育成などの地域プロジェクトマネージャーの経

験を活かし、提言やアドバイザーを努めている。 

○さとのば大学 https://satonova.org/prospective/ 

○西塔さん Facebook https://www.facebook.com/saito.motomi 

 

【２】北海道からのお願い！～「自転車利用環境整備」に係るクラウドファンディングの実施！ 

北海道は多くのサイクリストにとって憧れの地ですが、サイクリストが安心して休憩できるサ

イクルオアシスの整備が十分に行き渡っておりません。 

このため、クラウドファンディングの活用により、サイクリングの拠点としてサイクルラック、

空気入れ、修理工具を設置したサイクルオアシスを整備し、誰もが安心して楽しめるサイクリ

ング環境づくりを推進します！ 

北海道の自転車利用環境整備にご賛同いただける方は、寄附をはじめ情報拡散など、ぜひご協

力をお願いいたします。 

 

○実施方法：個人の方 以下の URL をご覧ください          

           https://www.furusato-tax.jp/gcf/1873（ふるさとチョイス） 

      ：企業・団体 地域政策課まで連絡ください 

             電 話 011-204-5791 

             メール sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jp 

○募集期間：８月 30 日（火）～10 月 31 日（月） 

 

【３】まちづくりアイデアをお持ちの方必見！「地方創生☆政策アイデアコンテスト 2022」作品

募集中！！ 

内閣府及び経済産業省では、RESAS や V-RESAS を活用した地域課題の分析を踏まえた、地域

を元気にするような政策アイデアを募集する『地方創生☆政策アイデアコンテスト 2022』を開

催しています（作品募集は 9/30 まで）。 

データ利活用により、自身の活動、アイデアに説得力を持たせてみませんか？各種表彰もござ

いますので、ご興味、ご関心のある方は是非ご応募ください。 

 

このような協力隊員におすすめ！ 

・「こういう風にしたら地域が盛り上がるのでは？」といった漠然としたアイデアをもっている 

 →データ活用により、漠然としたアイデアを客観的で具体的なものに！ 

・自治体と活動の方向性でギャップを感じている 

 →データに基づく資料を作成することにより、自治体への説得力が生まれます！ 

・地域おこし協力隊として活動した成果がほしい 

→優秀なアイデアには地方創生担当大臣賞、優秀賞のほか、地方審査地域ごとに経済産業局長

賞が授与され、新聞はじめメディアに掲載されます。また、最終審査会まで進出すれば、全国

に向けて自身のアイデアをプレゼンする機会もあります！ 

・興味はあるけどデータ活用は苦手・・・ 



→北海道経済産業局では、RESAS 利活用についての出前講座（オンラインでも可）を実施して

おります。出前講座は少人数でも利用可能。個別のお問合せにも対応します。興味のある方は、

お問合せ先までご連絡ください。コンテストの詳細（応募方法、審査ポイント等）は以下のホ

ームページよりご確認ください。 

 

○「地方創生☆政策アイデアコンテスト 2022」公式サイト 

 https://contest.resas-portal.go.jp/2022/ 

○RESAS について 

 https://resas.go.jp/ 

人口動態や産業構造、人の流れなどのビックデータを地図やグラフでわかりやすく表示する

システムです。 

○V-RESAS について 

 https://v-resas.go.jp/ 

新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える影響をリアルタイムに近い形で可視化したシ

ステムです。 

○お問合せ先 

 経済産業省 北海道経済産業局 総務企画部 企画調査課  

 担当：小玉、河面、古市、大友  

 TEL：（代表）011－709－2311（内線：2525） 

 E-mail：hokkaido-kikakuchosa@meti.go.jp 

 

【４】食育に取り組んでいる方必見！～第９回北海道食育推進優良活動表彰の募集をしていま

す！ 

道では、道民の食育に対する関心を高めるため、積極的に食育活動を行い、食育の推進に貢献

している個人や団体（民間事業者を含む）を表彰する制度を、平成 26 年度に創設しました。 

過去８回実施し、これまでの受賞者は 29 団体・個人にのぼります。 

 

第９回は、次の期間で応募を受け付けていますので、食育活動をなさっている協力隊のみなさ

ま、ぜひご応募ください。また、お近くに食育活動をしている協力隊の方などがいらっしゃい

ましたら、ぜひお声がけください。 

なお、第 8 回の受賞者の活動紹介のページはこちらです。 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/shs/data/advance/hyosho/kekka8.html 

 

○応募について 

 自薦または他薦により、所定の応募用紙必要事項を記載しメールでご応募ください。 

 募集期間は、令和４年(2022 年)７月 21 日(木)～９月 20 日(火)です。 

  第１回～第８回表彰の応募者（受賞者を除く）も応募できます。 

○表彰式 

受賞者には令和４年(2022 年)12 月に、札幌市内で開催予定の表彰式で賞状、副賞を贈呈し、

受賞者から活動内容を紹介いただく予定です。 

○募集に関するホームページ 

   https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/shs/data/advance/hyosho/bosyu9.html 

○応募・問合せ先 

 北海道農政部食の安全推進局食品政策課 

 TEL:011-204-5427,011-231-4111（内線 27-667）FAX:011-232-7334 

 〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目  e-mail:slow.food@pref.hokkaido.lg.jp 

 



【５】起業を考えている方必見！～創業セミナー開催のお知らせ！ 

日本政策金融公庫（日本公庫）は、政策金融機関として、「新規開業資金」「ソーシャルビジ

ネス支援資金」などの融資を通じて、地域おこし協力隊をはじめとする地方に移住して新たに

事業を始める方のお手伝いをしております。この度、創業に関するセミナーについてお知らせ

いたします。 

 

○創業セミナー「さっぽろソーシャルビジネススクール」 

 ・開催日：令和 4 年 10 月６日（木）、13 日（木）、20 日（木）、27 日（木） 計４日間 

 ・定員：対面 20 名、オンライン 20 名（各先着順） 

 ・締切：令和４年 9 月 26 日（月） 

 ・参加費：8,000 円 

 ・詳細につきましては、下記 URL からご確認ください 

  https://direct.jfc.go.jp/w112_SeminarApply?id=ac50fe48-3f2a-42b1-a29d-ee77c7823d4f 

 

  また、日本公庫では、移住創業事例や移住セミナー（アーカイブ動画）などの情報発信も行っ

ていますので、是非、ご覧ください！ 

○日本政策金融公庫ホームページ 「移住×創業」特集 

  https://www.jfc.go.jp/n/finance/sougyou/ijuusougyou/index.html 

○主な融資制度「新規開業資金」 

 https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/01_sinkikaigyou_m.html 

 

【６】観光に取り組んでいる方・卒業後の起業を考えている方必見！滋賀県のサイクルツーリズ

ムを学ぶ「ビワイチ」視察研修開催のお知らせ！ 

北海道ふるさと回帰支援センターでは、北海道内市町村で活動中の地域おこし協力隊員の方を

対象に、ワークショッフ講゚座を定期開催しています。 

隊員任期後の定住の道には「起業」があります。道内においてもカフェ、ゲストハウス、キッ

チンカー、ツアーガイド、学習塾など、様々な分野で OB.OG の方々が「起業」を選択し自らの

道を歩んでいます。本研修は、観光やサイクルツーリズム分野での起業を目指す方、まちづく

り分野等での隊員活動を進める方へ向けた先進地視察研修です。地域おこし協力隊員の他、自

治体職員の方もご参加いただけます。 

ご不明点等ございましたらお気軽に事務局までお問い合わせください。 

 

今年度、滋賀県においては「ビワイチ推進条例」が制定され 11 月 3 日を「ビワイチの日」と定

め、11 月 3 日〜9 日までを「ビワイチ週間」としました。「ビワイチ週間」には滋賀県内各地で

サイクリングを盛り上げるイベントの実施や特設エイドステーションを設けるなどの計画がなさ

れています。今回の研修企画はそれら様々な取り組みを実際にサイクリングで訪れ体験視察する

ものです。 

日   時：11 月 6 日（日）9：30〜17：00  7 日（月）9：30〜16：00  2 日間 

場   所：滋賀県守山市及び琵琶湖一周ナショナルサイクルルートとその周辺エリア 

定   員：７名（申込受付順）※最小催行人数３名 

申込締切日：10 月 6 日（木）※先着順 

お申し込み先：NPO 法人北海道ふるさと回帰支援センター（担当 山口） 

電話：090-1525-4890 Email：yamaguchi@bem-sapporo.jp 

▼詳細はこちら▼ 

http://furusato-kaiki.jp/kyouryokutai/info/202211_biwaichi 

 



その他、OB・OG から学ぶ起業ワークショッフ講゚座や外部講師を招いた SNS スキルアップ講座も

開催しています。詳細は当センターWEB サイトにてご覧ください。 

 

【７】つながりたい方必見！～第３回地域おこし協力隊向けオンライン交流会を開催します！ 

こんにちは！きた北海道協力隊ネットワークです！ 

きた北海道協力隊ネットワークでは今年度から新たに、道内で様々なミッションに取り組む地

域おこし協力隊の方々が気軽に意見交換をできる場を作ろうと考えました。 

そこで９月３０日にオンラインサロンを開催します！ 

協力隊を続ける中で、思い悩んだり、将来に不安を抱えたり、相談できる人が身近にいなかっ

たりと、立場やミッションによってさまざまな悩みを抱えている方がいらっしゃるのではない

でしょうか？ 

地域おこし協力隊の働き方は多様ですが、他の地域の協力隊の現状を知ることで視野が広くな

ったり、自分自身を見つめるきっかけにもなるかと思います。 

また、協力隊どうしの横のつながりがあることは精神的にも心強いはずです。 

オンライン交流会といっても気構えする必要はありません。飲み物片手に他の協力隊員とざっ

くばらんにお話しするだけです。ぜひお気軽にご参加ください。 

 

◯開催日時：令和 4 年 9 月 30 日（金曜日）19:00～ 

◯参加費：無料 

◯参加資格：道内の地域おこし協力隊の方々 

◯会場：Zoom オンライン（開催中の出入りは自由） 

◯申込方法：Facebook の「きた北海道協力隊ネットワーク」ページでご案内します。「きた北

海道協力隊ネットワーク」で web 検索をお願いします。

（https://www.facebook.com/kkn.manager/） 

◯問い合わせ先 

  きた北海道協力隊ネットワーク メール：kkn.information@gmail.com 

  事務局長 谷合（たにあい）  電話：080-2747-5307 

※きた北海道協力隊ネットワークとは… 

「きた北海道協力隊ネットワーク」（通称 KKN)は、2017 年からスタートし、現役の地域おこ

し協力隊が運営している団体です。 

地域おこし協力隊の連携強化を第一目標として、行政と地域の方々を結ぶ団体として結成され

ました。メンバー募集中です。一緒に北海道の協力隊活動を盛り上げていきましょう！ 

 

＜お願い＞ 

北海道地域おこし協力隊メールマガジンでは、市町村、地域おこし協力隊など関係者の皆さん 

からの掲載記事を募集しています。 

道内で活動中の皆さんの取組紹介でも構いません。他地域の皆さんの取組が情報共有、また様々

な連携に繋がっていくものと考えていますので、メールマガジンの積極的な活用をお願いしま

す。掲載を希望される方は、sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jp までご連絡ください。 
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◆登録変更、中止、バックナンバーはこちらから 
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